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２．２．３　学校情報配信の活用事例（兵庫県三木市）
〔概要〕
現在多くの地域で、学校を地域コミュニティの核として捉え、地域コミュニティの活性化に向けて学校と地域に

おいてどのようにしてＩＣＴを活用するかが検討されています。例えば、学校から保護者への情報発信を行う「学校
ホームページ」では、日常的にホームページが更新され先生方の発信が習慣化することにより、学校・保護者の中
に、ＩＣＴ活用の土壌が形成され、将来的には「学校と保護者間での双方向での情報流通」へと一歩進んだ形態
へと進歩することが期待されています。一方、近年、特に都市部においては地域の教育力へのニーズが高まって
おり、学校と保護者を含む「地域」との連携に向けたＩＣＴの活用が求められております。
ここでは、「簡単に情報発信・更新・閲覧ができる仕組み」を推進している先進自治体の例をとり、学校と地域が
連携するためにＩＣＴを利活用することでどのような効果が得られるかを紹介します。

〔コラム〕
三木市立教育センターでは、日 の々学校の様子を継続的に保護者・地域に発信していきたいという想いから、
簡単で誰にでも使えるＣＭＳ（コンテンツ・マネージメントシステム）の導入を平成１４年度からいち早く取り入れました
（市内全３８学校園）。導入後も、教育センター長自らが各学校園の校長先生に直接狙いやビジョンを落とし込み、
校長先生主導の継続的情報発信の体制作りを行いました。さらに、ＣＭＳ導入前からユーザビリティ・アクセシビリ
ティについて検討を開始するとともに、発信内容についても、二重のチェック体制を設ける事で、読み手の立場に
立った情報配信を心掛けました。このような取り組みの結果、三木市市内の自由が丘中学校では、全保護者の約９
割が学校のＨＰを知っていて、その内の５割が定期的に閲覧をしているという高い認知度を得られております。そこ
で自由が丘中学校の保護者から閲覧する側の立場から「学校ホームページ」に求められる要件についてアンケー
ト調査を実施しました。

 

簡単に情報発信・更新・閲覧できる仕組みのイメージ
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２　先進的な事例紹介

●アンケート結果
三木市内の中学校（三木市立自由が丘中学校）における、学校のＷｅｂに関するアンケート調査結果について紹
介します。（出典：「内田洋行　教育総合研究所　学校Ｗｅｂページ（ホームページ）に関するアンケート調査　報告
書」より）

（問い合わせ先）
三木市立教育センター
ＴＥＬ：０７９４－８３－２０２０

●本校のＨＰがあることをご存知ですか

●主にどんなときに本校ＨＰをご覧になられますか（またはご覧になられましたか）
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●今後、本校ＨＰでどのようなページを掲載してほしいと思いますか
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２　先進的な事例紹介

●自由記述
 




